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技 術 史 講義資料 NO.12 名古屋芸術大学 石 田 正 治

１．人類たる所以

（１）道具 －道具を道具を使用して作る。

（２）文字と言語

（３）火の使用 －発火の技術獲得

調理、土器製作、冶金

２．原始の火

（１）火の使用 岩城正夫の仮説

（２）発火の技術

①摩擦式発火法

・直線往復摩擦式 ヒミゾ式、ノコギリ式

・回転摩擦式

ａ．キリモミ式

ｂ．マイギリ式

ｃ．弓ギリ式

ｄ．ヒモギリ式

②火花発火法 火打ち石式、電気火花式（現代）

③圧縮発火法

④化学発火法 －火薬

⑤太陽光集束発火法

出典：岩城正夫『原始技術史入門』出典：小口正七『火をつくる』 1991
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３．発火技術の歴史

出典：小口正七『火をつくる』 1991
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出典：小口正七『火をつくる』 1991

出典：小口正七『火をつくる』 1991

出典：岩城正夫『原始技術史入門』
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技 術 史 講義資料 NO.13 名古屋芸術大学 石 田 正 治

１．金属の利用

２．冶金技術の誕生

３．鉄の時代

（１）鉄器の出現

（２）古代の鉄の種類と性質


